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２
月
24
日
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻

は
現
在
も
続
い
て
お
り
、
解
決
の
道
も
見
出
せ
ず
、
さ
ら
に
長
期

化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
21
世
紀
に
、
再
び
こ
の
よ

う
な
一
方
的
な
軍
事
侵
攻
が
行
わ
れ
、
多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲
に

な
り
、
多
く
の
人
々
が
故
郷
を
追
わ
れ
て
難
民
と
し
て
国
外
に
避

難
す
る
よ
う
な
事
態
が
起
こ
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
い
こ
と
で
し

た
。
本
当
に
心
が
痛
み
ま
す
。
し
か
し
実
際
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
だ

け
で
は
な
く
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
シ
リ
ア
、
パ
レ
ス
チ
ナ
な
ど
世
界

各
地
で
同
じ
よ
う
に
命
が
奪
わ
れ
故
郷
を
追
わ
れ
て
い
る
人
々
が

多
く
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

一
方
的
な
理
由
で
の
軍
事
侵
攻
、
言
論
や
情
報
の
統
制
な
ど
ロ

シ
ア
政
府
が
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
か
つ
て
日
本
政
府
が
ア
ジ
ア

諸
国
に
行
っ
て
き
た
こ
と
と
重
な
り
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
は
今

後
ま
す
ま
す
「
他
国
か
ら
の
脅
威
」が
強
調
さ
れ
、「
憲
法
改
正
」、

防
衛
力
強
化
、
日
米
安
保
条
約
の
強
化
（
沖
縄
米
軍
基
地
の
固
定

化
）
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
ロ
シ
ア
軍
が
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
原

子
力
発
電
所
、
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
子
力
発
電
所
を
攻
撃
し
た
こ
と

は
、
一
た
び
戦
争
に
な
れ
ば
原
子
力
発
電
所
が
攻
撃
対
象
と
な
り

得
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
現
実
に
対
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
ど
の
よ

う
に
向
き
合
う
の
で
し
ょ
う
か
。
武
力
に
対
し
て
武
力
で
対
抗
す

る
こ
と
で
は
平
和
を
作
り
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た

ち
宗
教
者
は
、
憎
し
み
の
連
鎖
を
断
ち
切
り
、
平
和
を
実
現
す
る

た
め
に
、
祈
り
と
愛
と
対
話
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
知
り
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

新
約
聖
書
の
中
に
、
イ
エ
ス
が
72
人
の
弟
子
を
派
遣
す
る
物
語

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
イ
エ
ス
は
「
行
き
な
さ
い
。
わ
た
し
は
あ

な
た
が
た
を
遣
わ
す
。
そ
れ
は
、
狼
の
群
れ
の
中
に
小
羊
を
送
り

込
む
よ
う
な
も
の
だ
。」と
言
わ
れ
ま
す
。
多
く
の
困
難
が
待
ち
受

け
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
田
哲
郎
神
父
は
こ
の
箇

所
を
「
行
き
な
さ
い
。
さ
あ
、
わ
た
し
は
あ
な
た
た
ち
を
、
狼
と

は
対
称
的
な
子
羊
と
し
て
、
派
遣
す
る
。」と
訳
し
て
い
ま
す
（『
小

さ
く
さ
れ
た
人
々
の
た
め
の
福
音
』）。「
小
羊
と
し
て
」
と
は
、
力

な
い
者
、
弱
い
者
、
貧
し
い
者
と
い
う
こ
と
で
す
。
権
力
や
武
力

に
対
し
て
、
同
じ
土
俵
で
対
抗
す
る
の
で
は
な
く
、
目
に
見
え
ぬ

超
越
者
へ
の
信
頼
を
も
っ
て
、
互
い
に
愛
し
合
い
、
赦
し
合
い
、

助
け
合
う
こ
と
の
重
要
性
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

広
島
、
長
崎
で
の
被
爆
、
ま
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
に
よ
る
被
曝
を
体
験
し
た
者
と
し
て
、
祈
り
と
対
話
を

も
っ
て
核
兵
器
や
原
子
力
発
電
所
の
な
い
世
界
、
一
つ
ひ
と
つ
の

命
が
尊
ば
れ
る
世
界
の
実
現
の
た
め
、
皆
様
と
共
に
歩
み
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

ＷＣＲＰ日本委員会
理 事
日本聖公会首座主教

武藤謙一

「小羊として」
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第
40
回
理
事
会
が
６
月
２
日
、
立
正
佼
成
会
法

輪
閣
第
一
会
議
室
（
東
京
都
杉
並
区
）
で
オ
ン
ラ

イ
ン
を
併
用
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
に
理
事
20

人
が
出
席
。「
日
本
委
員
会
人
事
」「
２
０
２
１
年

度
事
業
報
告
」「
２
０
２
１
年
度
決
算
報
告
」「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
支
援
」「
核
兵
器
禁
止
条
約
第
１
回
締
約

国
会
議
に
向
け
て
の
声
明
」
に
つ
い
て
審
議
し
、

可
決
さ
れ
た
。

◇
理
事
会
の
主
な
審
議
・
報
告
事
項

１
．
日
本
委
員
会
人
事
に
つ
い
て
（
敬
称
略
）

　

５
月
21
日
の
評
議
員
選
定
委
員
会
で
選
任
さ
れ

た
新
評
議
員
が
報
告
さ
れ
、
左
記
の
人
事
が
可
決

さ
れ
た
。

評
議
員

　

退
任
： 

髙
見
三
明
（
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教

区
名
誉
大
司
教
）

　

就
任
： 

菊
地
功
（
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
大
司
教
区

大
司
教
）

総
合
企
画
委
員
会

　

退
任
：
田
中
庸
仁
（
真
生
会
会
長
）

　

退
任
： 

山
崎
龍
明
（
武
蔵
野
大
学
名
誉
教
授
・

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
法
善
寺
前
住
職
）

　

就
任
： 

大
西
英
玄
（
北
法
相
宗
音
羽
山
清
水
寺

成
就
院
住
職
）

　

就
任
：
竹
村
牧
男
（
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　

※
平
和
研
究
所
所
長
と
し
て

平
和
研
究
所
（
所
長
）

　

退
任
： 

山
崎
龍
明
（
武
蔵
野
大
学
名
誉
教
授
・

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
法
善
寺
前
住
職
・

平
和
研
究
所
所
長
）

　

就
任
：
竹
村
牧
男
（
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）

青
年
部
会

　

退
任
：
芝
幸
介
（
椿
大
神
社
禰
宜
）

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

〇 

ス
ト
ッ
プ
！
核
依
存
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
メ
ン

バ
ー

　

就
任
：
中
西
正
史
（
寒
川
神
社
権
禰
宜
）

２
．
２
０
２
１
年
度
事
業
報
告

　

２
０
２
１
年
度
に
行
っ
た
各
種
会
合
、
各
常
設

機
関
や
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
よ
る
提
言
、
人
道
支

援
、
平
和
教
育
等
の
活
動
が
報
告
さ
れ
承
認
さ
れ

た
。

３
．
２
０
２
１
年
度
決
算
報
告

　

５
月
24
日
の
監
査
報
告
と
決
算
報
告
書
に
関
し

て
説
明
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

４
．
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
た
め
の
現
地
調
査
報
告
が

あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
事
業
の
実
施
が
決
定
し

た
。

５
．…

核
兵
器
禁
止
条
約
第
１
回
締
約
国
会
議
に
向

け
て
の
声
明

　

６
月
21
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
核
兵
器
禁
止
条
約

第
１
回
締
約
国
会
議
に
向
け
て
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委

員
会
と
し
て
声
明
を
出
す
こ
と
が
決
定
し
、
声
明

を
発
表
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
「
第
一
会
議
室
」（
京

都
市
）
で
６
月
21
日
、
第
24
回
評
議
員
会
が
オ
ン

ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
開
催
さ
れ
、
評
議
員
９
人
が

出
席
し
た
。「
日
本
委
員
会
人
事
」「
２
０
２
１
年

度
事
業
報
告
」「
２
０
２
１
年
度
決
算
報
告
」「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
支
援
」
に
つ
い
て
審
議
し
、
可
決
さ
れ

た
。

◇
評
議
員
会
の
主
な
審
議
事
項

〇
日
本
委
員
会
人
事
に
つ
い
て　
（
敬
称
略
）

　

名
誉
顧
問
、
顧
問
、
参
与
、
理
事
が
選
任
さ
れ
た
。

名
誉
顧
問

　

就
任
：
大
樹
孝
啓
（
天
台
座
主
）

顧
問

　

就
任
：
舟
橋
雅
美
（
伏
見
稲
荷
大
社
宮
司
）

参
与

　

就
任
： 

髙
見
三
明
（
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教

区
名
誉
大
司
教
）

　

就
任
： 

山
崎
龍
明
（
武
蔵
野
大
学
名
誉
教
授
・

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
法
善
寺
前
住
職
）

理
事

　

退
任
：
網
谷
道
弘
（
明
治
神
宮
前
権
宮
司
）

　

退
任
： 

菊
地
功
（
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
大
司
教
区

大
司
教
）

　

退
任
： 

山
崎
龍
明
（
武
蔵
野
大
学
名
誉
教
授
・

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
法
善
寺
前
住
職
）

　

就
任
： 

大
西
英
玄
（
北
法
相
宗
音
羽
山
清
水
寺

成
就
院
住
職
）

　
　
　
　

※
特
別
会
員
と
し
て

　

就
任
：
木
下
龍
輝
（
明
治
神
宮
権
宮
司
）

　

就
任
：
竹
村
牧
男
（
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　

※
平
和
研
究
所
所
長
と
し
て

　

就
任
： 

戸
松
義
晴
（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
主
任

研
究
員
）

　

就
任
： 

中
村
倫
明
（
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教

区
大
司
教
）

　

就
任
： 

弘
中
貴
之
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
副
総

務
・
宗
会
議
員
、
山
口
教
区
防
府
組
乗

円
寺
住
職
）

　

就
任
：
武
藤
謙
一
（
日
本
聖
公
会
首
座
主
教
）

第
40
回
理
事
会

第
24
回
評
議
員
会
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昨
年
１
月
22
日
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
を

受
け
て
、
６
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン

で
核
兵
器
禁
止
条

約
第
１
回
締
約
国

会
議
が
開
催
さ
れ

た
。
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日

本
委
員
会
か
ら
神

谷
昌
道
・
ス
ト
ッ

プ
！
核
依
存
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
メ
ン

バ
ー
（
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）、橋
本
高
志

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委

員
会
平
和
推
進
副

部
長
、
村
山
浩
代

同
事
務
局
員
が
参
加
し
た
。
同
会
議
開
催
前
の
６

月
18
日
か
ら
19
日
に
は
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
主
催
の
「
核
禁
フ
ォ
ー
ラ

ム
」、
20
日
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
主
催
の
「
核

兵
器
の
非
人
道
性
に
関
す
る
国
際
会
議
」
が
開
催

さ
れ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
主
催
「
核
禁
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

ウ
ィ
ー
ン
市
内
の
会
議
場
で
開
催
さ
れ
、
約
40

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
同
時
並
行
で
実
施
さ
れ
、

１
０
０
人
に
お
よ

ぶ
登
壇
者
が
ス

ピ
ー
チ
し
た
。

　

と
く
に
「
国
際

法
へ
の
ラ
ブ
レ

タ
ー
」
と
い
う
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
首
相
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
コ

ス
タ
リ
カ
の
マ
リ

ッ
ツ
ァ
・
チ
ャ
ン

大
使
に
よ
る
壇
上
で
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
っ
た
。
チ

ャ
ン
大
使
は
、「
国
際
法
は
普
遍
的
原
則
の
土
台
を

成
し
て
お
り
、
持
続
可
能
な
平
和
の
た
め
の
本
質

的
な
条
件
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
法
は
弾
丸
よ
り
も

力
が
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
主
催
「
核
兵
器
の
非
人
道
性

に
関
す
る
国
際
会
議
」

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
・
ウ
ィ
ー
ン
で
開

催
さ
れ
、
政
府
、
国
際
機
関
、
市
民
社
会
か
ら
80

カ
国
、
８
０
０
人
が
参
加
し
た
。
政
府
、
国
際
機

関
、
科
学
界
、
核
被
害
者
、
そ
し
て
市
民
社
会
の

代
表
が
集
い
、
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
た
際
の
非
人

道
的
結
末
と
リ
ス
ク
に
関
す
る
既
存
の
研
究
成
果

を
深
め
、
新
た
な
研
究
成
果
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
が
目
的
。

　

開
会
式
と
閉
会
式
に
加
え
て
、
第
１
セ
ッ
シ
ョ

ン
「
私
た
ち
は
何
を
知
っ
て
い
る
か
：
核
兵
器
の

非
人
道
的
結
末
と
リ
ス
ク
に
関
す
る
主
要
事
実
」、

第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
人
々
と
地
球
に
対
す
る
核
兵

器
の
イ
ン
パ
ク
ト
：
新
し
い
展
開
と
新
し
い
知

見
」、
第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
核
兵
器
の
リ
ス
ク
、
核

兵
器
の
脅
威
と
核
抑
止
：
新
し
い
展
開
と
新
し
い

知
見
、
そ
し
て
私
た
ち
の
知
識
の
限
界
」
が
実
施

さ
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
通
し
て
、
特
記
す

べ
き
点
を
列
挙
す
る
。

１
． 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
契
機
に
、

実
際
に
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
最

大
限
に
高
ま
っ
て
い
る
。

２
． 

倫
理
・
道
徳
的
な
観
点
だ
け
で
な
く
、
地
球

規
模
で
生
じ
る
健
康
被
害
や
天
候
不
順
、
食

糧
不
足
、
環
境
汚
染
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
崩

壊
な
ど
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
て
核
兵
器

の
廃
絶
を
訴
え
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

３
． 

核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
と
、
い
か
な
る
国
や

国
際
機
関
も
的
確
に
対
応
で
き
な
い
。

４
． 

核
抑
止
論
は
決
し
て
機
能
す
る
こ
と
は
な
く
、

国
家
の
安
全
も
保
証
せ
ず
、
国
家
の
平
和
と

安
全
を
保
証
す
る
た
め
の
最
善
の
手
段
は
、

核
兵
器
の
廃
絶
で
あ
る
。

　

印
象
的
で
あ
っ
た
の
が
、
様
々
な
対
立
や
敵
対

関
係
が
生
じ
、
核
兵
器
の
使
用
が
懸
念
さ
れ
る
よ

う
な
国
際
情
勢
に
至
っ
た
と
き
に
効
果
的
な
の
が

「
対
話
」
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

核
兵
器
禁
止
条
約
第
１
回
締
約
国
会
議

　

今
回
の
締
約
国
会
議
で
は
、
い
く
つ
か
の
重
要

な
「
決
定
」、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
目
的
と
目
標
を

核
兵
器
禁
止
条
約
第
１
回
締
約
国
会
議
に

参
加



―  5  ―

2022・７・20

実
現
す
る
た
め
、「
核
兵
器
の
な
い
世
界
に
向
け
て

の
私
た
ち
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
と
い
う
「
宣

言
」、50
項
目
に
わ
た
る
具
体
的
な
行
動
を
列
挙
し

た
「
ウ
ィ
ー
ン
行
動
計
画
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
普
遍
性
と
実
効
性

を
強
化
し
て
い
く
う
え
で
、
非
常
に
重
要
な
成
果

で
あ
る
。

　
「
決
定
」の
主
な
も
の
は
、
締
約
国
会
議
間
に
役

割
を
担
う
「
調
整
委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
、

い
く
つ
か
の
重
要
な
課
題
を
取
り
扱
う
「
作
業
部

会
」
を
設
置
す
る
こ
と
、
核
禁
条
約
と
核
不
拡
散

条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
と
の
間
の
有
効
な
協
力
関
係
の

構
築
に
あ
た
る
「
ま
と
め
役
」
の
任
命
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
フ
ォ
ー
カ
ル
・
ポ
イ
ン
ト
の
任
命
な
ど
が

あ
っ
た
。

　
「
宣
言
」で
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
よ
っ
て
、

核
兵
器
が
国
際
法
上
、
明
確
か
つ
包
括
的
に
禁
止

さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
、
道
徳
的
か
つ
倫
理
的
責

務
が
条
約
制
定
の
動
機
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
実

行
に
向
け
て
の
道
標
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強

調
。
ま
た
、
核
兵
器
の
使
用
の
脅
威
と
声
高
な
レ

ト
リ
ッ
ク
に
対
し
て
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
た
。
同
宣

言
は
、
こ
う
し
た
状
況
下
だ
か
ら
こ
そ
、「
こ
れ
ま

で
に
な
い
ほ
ど
条
約
は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
」
と

訴
え
、
締
約
国
の
拡
充
を
促
し
た
。

　
「
ウ
ィ
ー
ン
行
動
計
画
」は
、
１
．
条
約
の
普
遍

化
、
２
．
核
兵
器
の
廃
絶
に
向
け
て
、
３
．
被
害

者
援
助
と
環
境
の
修
復
、
そ
し
て
国
際
協
力
と
援

助
、
４
．
条
約
の
効
果
的
実
行
の
た
め
の
科
学
的

専
門
的
助
言
の
制
度
化
、
５
．
核
禁
条
約
と
核
軍

縮
と
核
不
拡
散
と
の
関
係
、
６
．
条
約
の
目
的
を

実
現
す
る
た
め
に
本
質
的
な
そ
の
他
の
事
項
、
が

柱
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
柱
の
も
と
に
50
に

わ
た
る
具
体
的
行
動
が
提
案
さ
れ
た
。

　

と
く
に
「
行
動
計
画
」
で
は
核
兵
器
禁
止
条
約

の
６
条
（
被
害
者
援
助
と
環
境
修
復
）と
７
条
（
国

際
協
力
と
援
助
）
と
の
関
連
で
提
案
さ
れ
た
も
の

が
あ
る
。
核
兵
器
の
被
害
者
を
い
か
に
援
助
し
て

い
く
か
、
核
兵
器
に
よ
っ
て
被
害
を
被
っ
た
環
境

を
ど
の
よ
う
に
修
復
し
て
い
く
か
と
い
う
分
野
で

は
、
軍
事
や
安
全
保
障
の
専
門
家
で
な
い
人
々
に

も
何
ら
か
の
貢
献
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

戦
争
被
爆
者
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
核

実
験
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
人
々
へ
の
援
助
は
、
人

道
的
、
倫
理
的
、
道
徳
的
の
み
な
ら
ず
、
人
間
の

安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
、
非
常
に
意
義
深
い
取

り
組
み
で
あ
る
。

　

ス
ト
ッ
プ
！
核
依
存
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
中
村

憲
一
郎
責
任
者
（
理
事
・
立
正
佼
成
会
参
務
）
と

徳
増
公
明
委
員
（
理
事
・
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
前

会
長
）、
三
鍋
裕
委
員
（
監
事
・
日
本
聖
公
会
主

教
）
は
６
月
16
日
、
外
務
省
を
訪
問
。
同
２
日
に

発
表
し
た
「
核
兵
器
禁
止
条
約
第
１
回
締
約
国
会

議
に
向
け
て
の
声
明
」
を
林
芳
正
外
務
大
臣
に
手

渡
し
た
。

　

声
明
文
で
は
、

第
１
回
締
約
国
会

議
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
を
「
核
兵
器

廃
絶
へ
の
歴
史
的

な
前
進
」
と
歓
迎

の
意
を
示
し
、
核

兵
器
禁
止
条
約
が

全
て
の
核
兵
器
の

使
用
、
開
発
、
実

験
、
使
用
の
威
嚇

な
ど
を
禁
止
し
た

画
期
的
な
条
約
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。ま
た
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
よ

っ
て
核
使
用
の
脅
威
が
高
ま
っ
て
い
る
現
状
に
も

触
れ
た
。
日
本
政
府
に
向
け
て
は
、
今
回
の
会
議

に
オ
ブ
ザ
ー
ブ
参
加
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す

る
失
望
を
伝
え
、
日
本
が
速
や
か
に
条
約
の
締
約

国
に
な
る
こ
と
や
「
非
核
三
原
則
」
の
堅
持
な
ど

を
要
望
し
て
い
る
。

　

林
外
務
大
臣
は
、
今
年
８
月
に
開
催
さ
れ
る
核

不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
に
言
及
し

て
、
核
軍
縮
・
廃
絶
の
動
き
を
逆
行
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
と
語
っ
た
。
徳
増
委
員
は
、
一
人
を
殺
す

こ
と
は
、
人
類
全
体
を
殺
す
こ
と
と
同
じ
で
あ
る

と
い
う
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
基
づ
く
信
念
を
述

べ
、
三
鍋
委
員
は
、
自
身
の
父
親
が
広
島
で
被
爆

し
負
傷
し
た
こ
と
を
語
り
な
が
ら
父
の
無
念
の
気

持
ち
を
代
弁
し
、
林
大
臣
に
一
刻
も
早
い
核
兵
器

廃
絶
を
要
望
し
た
。

「
核
兵
器
禁
止
条
約
第
１
回
締
約
国
会
議

に
向
け
て
の
声
明
」
を
外
務
大
臣
に
提
出
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Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
は
３
月
15
日
か
ら
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
緊
急
人
道
支
援
募
金
を
呼
び
か
け
て
お

り
、
６
月
30
日
ま
で
に
、
約
４
５
２
１
万
円
の
浄

財
が
寄
せ
ら
れ
た
。
６
月
２
日
に
開
か
れ
た
第
40

回
理
事
会
で
は
、
同
日
本
委
員
会
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
、
次
の
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

⑴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

　

難
民
受
け
入
れ
の
現
場
で
は
、
日
常
生
活
を
支

え
る
た
め
の
支
援
活
動
と
し
て
生
活
必
需
品
や
食

料
、
衛
生
用
品

の
配
布
な
ど
の

物
的
支
援
が
行

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
宗
教
を

基
に
し
た
受
け

入
れ
団
体
で

は
、
物
品
の
配

布
に
加
え
て
精

神
面
の
サ
ポ
ー

ト
を
大
切
に

し
、
難
民
の

人
々
の
心
に
寄

り
添
う
、
様
々

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
、

お
茶
会
、体
を
使
っ
た
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、絵
画
、

手
芸
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
料
理
を
通
し
た
触
れ

合
い
や
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
こ
う
し

た
家
族
的
な
温
か
い
関
係
づ
く
り
を
通
し
て
、
心

の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
。
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会

は
、
こ
う
し
た
日
常
の
触
れ
合
い
の
中
で
、
難
民

の
人
々
に
寄
り
添
い
、
励
ま
し
て
い
る
団
体
の
活

動
を
支
援
し
、
協
力
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
を
行
う
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
主
な
概
要
】

①
期
間
：
２
０
２
２
年
７
月
～
12
月
（
６
カ
月
）

② 

場
所
：
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
、
モ
ル
ド
バ
共
和

国
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ス
ロ
バ
キ
ア
共
和
国
な
ど

③ 

派
遣
先
：
当
面
は
、
難
民
支
援
を
行
っ
て
い
る

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
に
関
係
す
る
キ
リ
ス
ト
教
（
フ
ォ
コ

ラ
ー
レ
運
動
、
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
な
ど
）

を
中
心
と
し
た
宗
教
を
基
に
し
た
団
体

④
派
遣
期
間
：
１
回
の
派
遣
は
２
週
間
を
想
定

⑤
参
加
年
齢
：
18
歳
以
上
、
60
歳
未
満

⑥
言
語
：
英
語
で
日
常
会
話
が
可
能
な
方

⑦ 

募
集
対
象
者
：
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
加
盟
団

体
の
会
員
、
信
徒
、
職
員

※ 

参
加
に
あ
た
っ
て
は
、
所
属
教
団
の
推
薦
が
必

要
⑵
財
的
支
援

　

今
後
も
、
推
移
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
対
応

し
、
必
要
な
人
道
支
援
を
行
う
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
周

辺
国
の
現
地
支
援
に
加
え
て
、
日
本
に
滞
在
す
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
へ
の
支
援
や
、
こ
の
戦
争
で
心

を
痛
め
て
い
る
ロ
シ
ア
人
へ
の
人
道
支
援
も
視
野

に
入
れ
る
。
主
な
支
援
は
次
の
通
り
。

① 

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
人

道
支
援
を
行
う
た
め
の
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
委
員

会
の
諸
宗
教
人
道
支
援
基
金（
２
０
０
０
万
円
）

②
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援

・ 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
１
０
０
万
円
＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
医
療
支
援
）

・ 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
（
１

０
０
万
円
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
地
域
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
お
け
る
生
活
用
品
配
布
）

⑶
ウ
ク
ラ
イ
ナ
緊
急
人
道
支
援
募
金
の
延
長

　

当
初
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
ウ
ク
ラ
イ
ナ
緊

急
人
道
支
援
募
金
の
呼
び
か
け
期
間
は
、
５
月
31

日
ま
で
と
し
て
い
た
が
、戦
争
の
長
期
化
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
支
援
活
動
が
必
要
と
判
断
し
、
募
金
呼

び
か
け
期
間
を
３
カ
月
延
長
し
、
８
月
31
日
ま
で

と
す
る
。

　

支
援
内
容
は
、
生
活
必
需
品
、
医
療
品
等
の
支

援
物
資
の
配
布
な
ら
び
に
難
民
の
人
々
の
心
的
損

傷
に
対
す
る
心
理
的
な
ケ
ア
、
さ
ら
に
は
、
Ｗ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
が
行
う
平
和
的
解
決
に
向
け
た
対
話
事
業
に

活
用
さ
れ
る
。

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
へ
の
対
応
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ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
人
道
支
援

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
に
よ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

人
々
の
た
め
の
人
道
支
援
が
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
ミ
ャ
ン

マ
ー
委
員
会
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
２
０
２

２
年
１
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

ラ
カ
イ
ン
州
、
カ
チ
ン
州
、
シ
ャ
ン
州
北
部
、
ヤ

ン
ゴ
ン
市
、
マ
ン
ダ
レ
ー
地
域
、
ペ
グ
ー
州
な
ど

に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。
支
援
内
容
は
、
貧
困
者

や
紛
争
被
災
者
に
対
す
る
食
料
、
衛
生
用
品
な
ど

の
生
活
必
需
品
の
配
布
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
ヒ
ン

ズ
ー
教
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
等

の
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
通
し
て
、
各
家
庭
の

訪
問
、
宗
教
施
設
等
を
利
用
し
て
の
物
的
支
援
が

行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
４
月
と
５
月
に
は
、
第
５
回
目
の
心
理

社
会
的
支
援
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
、
１
３
４
人
が
参
加
し
た
。
さ
ら
に
、
自
己

認
識
・
自
己
管
理
研
修
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、

パ
テ
イ
ン
、
ミ
ッ
ク
テ
ィ
ラ
、
シ
ッ
ト
ウ
エ
等
の

市
民
２
２
５
人
が
参
加
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
暴
力

で
心
的
外
傷
を
負
っ
た
人
々
へ
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

を
行
い
、
社
会
復
帰
を
後
押
し
す
る
。
今
後
も
、

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
は
、
治
安
が
悪
化
し
て
い

る
状
況
の
中
で
、
継
続
的
に
物
的
、
精
神
的
な
人

道
支
援
を
地
道
に
実
施
し
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
委

員
会
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
。

　

平
和
研
究
所
の
第
３
回
研
究
会
が
６
月
７
日
、

普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
東
京
・
杉
並
／
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
）
で
開
催
さ
れ
た
。
カ
ナ
ダ
・
メ
ノ

ナ
イ
ト
大
学
の
ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
ク
ロ
ー
カ
ー
准
教

授
が
講
師
を
務
め
、『
メ
ノ
ナ
イ
ト
平
和
神
学
―
そ

の
起
源
と
今
日
的
適
用
―
』と
題
し
て
発
表
し
た
。

ク
ロ
ー
カ
ー
講
師
は
、
カ
ナ
ダ
平
和
・
紛
争
研
究

会
の
副
会
長
を
務
め
、
平
和
と
紛
争
解
決
を
専
門

と
し
て
い
る
。

　

ク
ロ
ー
カ
ー
講
師
は
、
メ
ノ
ナ
イ
ト
平
和
神
学

の
起
源
を
初
代
キ
リ
ス
ト
教
会
の
歴
史
か
ら
ひ
も

解
き
、
キ
リ
ス
ト
教
史
の
大
き
な
転
換
点
と
し
て

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
戦
争
へ
の
参
加
の
是
非
に

つ
い
て
論
じ
た
正
戦
論
に
つ
い
て
説
明
。
正
戦
論

を
通
じ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
国
家
が
協
力
し
て

帝
国
の
活
動
を
行
う
一
方
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
宗
教
改
革
と
ア
ナ
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
運
動
が
生
ま

れ
た
と
述
べ
た
。
同
運
動
は
、
教
会
に
お
け
る
階

層
性
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
教
会

と
は
平
等
な
信
者
の
集
団
で
あ
り
、
成
人
の
自
発

的
な
信
仰
告
白
に
よ
っ
て
洗
礼
を
求
め
る
こ
と
で

の
み
入
信
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
。
ア
ナ
バ
プ
テ

ィ
ス
ト
の
信
者
は
、
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で

イ
エ
ス
の
模
範
に
従
う
よ
う
求
め
ら
れ
、
す
べ
て

の
暴
力
を
拒
否
す
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、
警
察

や
軍
隊
へ
の
参
加
の
拒
否
も
意
味
し
て
い
る
と
述

べ
、
ア
ナ
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
運
動
か
ら
ア
ー
ミ
ッ
シ

ュ
や
メ
ノ
ナ
イ
ト
な
ど
の
平
和
教
会
が
生
ま
れ
て

い
っ
た
こ
と
を
詳
述
し
た
。

　

メ
ノ
ナ
イ
ト
の
特
徴
的
な
信
念
と
は
、
①
信
仰

と
実
践
を
一
体
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
②
平
和
主
義

を
肯
定
す
る
③
平
和
主
義
が
実
践
的
な
奉
仕
活
動

に
体
現
さ
れ
る
④
特
定
の
国
民
国
家
に
関
与
す
る

の
で
は
な
く
強
い
国
際
意
識
を
持
つ
⑤
す
べ
て
の

人
が
主
体
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
―
―
で
あ
り
、

新
約
聖
書
の
イ
エ
ス
は
、
メ
ノ
ナ
イ
ト
の
平
和
神

学
の
中
心
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
迫
害
を
受
け
た

ア
ナ
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
、
土
地
を
離
れ
て
逃

げ
る
方
法
を
見
い
だ
し
、
そ
の
経
験
が
現
在
の
世

界
各
地
の
紛
争
下
で
の
開
発
と
救
済
に
役
立
て
ら

れ
て
い
る
と
語
っ
た
。
そ
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛

争
下
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
メ
ノ
ナ
イ
ト
教
会
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
奉
仕
や
、
暴
力
を
停
止
し

平
和
を
も
た
ら
す
活
動
実
践
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

第
３
回 

平
和
研
究
所
研
究
会

ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
ク
ロ
ー
カ
ー
外
部
招
聘
講
師

WCRPミャンマー委員会による支援活動
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世
界
難
民
の
日
Ｓ
Ｎ
Ｓ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
も
参
加
す
る
、
難
民
支

援
に
携
わ
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
集
ま
っ
た

「
Ｊ

－

Ｆ
Ｕ
Ｎ（Japan Forum

 for U
N
H
CR and 

N
GO
s

－

日
本
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
評
議
会
）」

の
有
志
が
、
６
月
20
日
の
「
世
界
難
民
の
日
」
を

前
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
動
画
リ
レ
ー
を
実
施
し
た
。

　

こ
れ
は
、
６
月
１
日
か
ら
19
日
ま
で
、
Ｊ

－

Ｆ

Ｕ
Ｎ
有
志
の
12
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ

ウ
ン
ト
に
動
画
を
投
稿
し
、
日
本
国
内
で
難
民
保

護
や
支
援
活
動
へ
の
認
知
度
向
上
を
図
ろ
う
と
い

う
も
の
。
支
援
に
携
わ
る
「
人
」
を
通
し
て
、
難

民
の
背
景
を
持
つ
人
々
な
ど
へ
の
支
援
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
共

感
を
得
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
た
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本

委
員
会
は
、
シ
リ

ア
難
民
留
学
生
を

受
け
入
れ
て
い
た

一
燈
園
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
動
画
を
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

W
C
R
P
７
月
20
日
号
令
和
四
年
七
月
二
十
日
発
行
（
毎
月
一
回
二
十
日
発
行
）

第
五
一
三
号
発
行
人
・
植
松
誠

発
行
所
・
公
益
財
団
法
人 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

〒
一
六
六–

八
五
三
一　

東
京
都
杉
並
区
和
田
二–

七–

一
（
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
〇
三
）
三
三
八
四–

二
三
三
七　

HP

：ww
w
.w
crp.or.jp　

E-m
ail

：rfpj-info@
w
crp.or.jp

（　
　
　
　
　

   

）

頒
価
一
〇
〇
円
一
年
分
一
、〇
〇
〇
円  （
送
共
）

賛
助
会
員
の
購
読
料
に
つ
い
て
は
、

会
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。　

 　
　
　

４
日　

 

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
１
回
会
合

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

11
日　

 

ス
ト
ッ
プ
！
核
依
存
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
３

回
会
合
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

12
日　

 

平
和
研
究
所
所
員
会
議
・
研
究
会
（
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
）

13
日　

 

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
い
の
ち
の
森

「
安
全
祈
願
祭
」（
埼
玉
・
所
沢
）

13
日　

 

人
身
取
引
防
止
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
「
オ
プ
シ

ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
」（
香
川
県
）

14
日　

 

人
身
取
引
防
止
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
２
回
会

合
・
現
地
学
習
会
（
香
川
県
）

15
日　

 

第
１
次
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
人
道
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）�

＊
31
日
ま
で

30
日　

 

ス
ト
ッ
プ
！
核
依
存
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
「
日

本
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
・
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
・
Ｐ

Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
共
催
公
開
講
座
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
）

30
日　

 

和
解
の
教
育
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
２
回
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
東
京
・
佼
成
図
書

館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
）

31
日　

 

第
２
次
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
人
道
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）�

＊
８
月
14
日
ま
で

掲
載
内
容
の
無
断
転
載
を
禁
ず
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
６
月
９
日

に
配
信
し
た
ほ
か
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
駐
日
事
務
所
ス

タ
ッ
フ
と
共
に
事
務
局
を
務
め
、
企
画
や
運
営
な

ど
に
も
携
わ
っ
た
。

　

な
お
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
リ
レ
ー
配
信
さ
れ
た
動
画
は
、

今
後
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
が
作
成
さ
れ
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
駐
日
事
務
所
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

掲
載
さ
れ
る
予
定
。

シリア難民留学生を受け入れた一燈園のお二人

今
月
の
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
新
熟
語

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
事
務
局
が
日
常
の
中
で
感
じ
た
こ
と

を
漢
字
２
文
字
で
表
し
新
し
い
熟
語
を
作
り
ま
す
。

　

歴
史
的
な
核
兵
器
禁
止
条
約
第
１
回
締
約
国
会

議
が
６
月
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催

さ
れ
、
核
兵
器
廃
絶
に
対
す
る
意
識
が
拡
が
り
、

廃
絶
が
近
づ
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。

《
７
月
》

２
日　

 

女
性
部
会
い
の
ち
に
関
す
る
学
習
会
（
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
）

拡
近
（
か
く
き
ん
）

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* -*-*-

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --*
-*-*-

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
活
動


